　　　　　　　　　　　第一期班別討議について
　自治基本条例策定市民会議は、昨年１０月４日からこの２月７日にかけて、次の五つのテーマについて計６回の班別討議を行ってきました。この６回の班別討議で出された意見は、総計１６７９件に及びます。その記録のすべてを読み通してみるとき、この５ヶ月にわたる市民自治についての熱い討議の重みをずっしりと感じます。

１、市民と市の運営のルール
　このテーマについての討論のなかで、「自治とは自分で治めていくものと考え、自分自身のあり方を問わなければならない。」という意見がだされました。これは、討議全体を貫いている見解であり、市民自治を担う市民としての権利、義務、責務についての高い自覚の表れであると思います。またここで、自治会・町内会のことが大きな話題となりましたが、「地域コミュニテイー」を「自治基本条例を担保する基本単位」と位置づけ、前進させることの重要性が大いに強調されたことが特徴的です。

２、市民と行政、議会の関係、役割、責務
　多くの会員は、「市民と行政、議会」の現状について、「市民の意見が市政に反映されていない。ふれあいトークや審議会への市民公募、町内会との懇談などがあるものの、市民の市政に対する思いを伝える仕組みが整っているとはいえず、市民と行政、議会との間にはかなり距離がある」と述べています。そしてこの上に、次のような改善の意見をたくさん積み重ねました。

⋞行政について⋟

「計画段階から市民に声をかけ、市民参画による政策決定が必要である」。「市民への情報提供が参画・協働のスタート」「マンション問題など、事前に市民に情報提供すべきである。未成熟情報の公開が必要」。さらに、「市民にわかりやすく、親切な情報提供が大切であり、広報かまくらの一新をはかってほしい」など、貴重な意見がたくさん出されました。

⋞議会について⋟
　「誰もがこの街を良くしたいという思いがある。議会だけでは目が届かないと思う。子どもの目でも、主婦の目でも、議会で話すことができるルールを作っておけば、市民の声が届く議会になる」。また、「公聴会やフォーラムをひらいたらどうか」、「議会はもっと市民の声を政策にまとめ、提案すべきである」、「議員同士がもっと意見交換をすべきである」、「チェック機能が十分果たされていないように思う」など、市民の代表機関である議会が、市民の市政の推進役を果たすよう期待する声が多く出されました。

３、市政への参加、参画、協働
この項に関連して、市民参加は、間接民主主義になじまないという趣旨の意見も出されましたが、最も多く、また力を込めて議論されたのが、「市民と行政、議会をつなぐ仕組みづくり」の問題です。

「市政に参画・協働しようと思ってもその仕組みがない。ＮＰ０、自治会、町内会、審議会、パブリックコメントなどのあり方について検討し、本当の市民参画、協働の道を探る必要がある」。「市民自ら市民の声を集約し、届ける市民の組織が必要である」。「地域コミュニテイーづくりが市民自治確立に不可欠の命題であるように思う」。「協働については広町の森のような良い先例がある」等々の意見が引きも切らずだされました。なかでも、ここでも、第１テーマの項につづいて、地域コミュニテイーのことが熱心に論じられたことは特徴的であり、重要だと思います。この議論を通じて、市民自治を草の根から支える地域自治組織の大切さが浮き彫りにされた感があるからです。
４、自治基本条例の原則、位置づけ
　このテーマについて、自治基本条例は、「市民の声の反映を担保する条例であり、これまでの条例とは違うものを創るということだ」という指摘があり、また、条例には「自治の中心は住民であることを明確にすべきであり、これによって自治基本条例に最高規範性をもたせることができる」等、自治基本条例の最高規範性を強調する意見が多数出されました。また、鎌倉市民憲章の理念に基づく最高規範性をもった自治基本条例ができれば、「個別条例は自ずと整合する」。さらに「この条例の下で市民参画の仕組みがつくられ、市民自治をすすめることができる」などの意見もだされました。これらの討議を通じて、自治基本条例の最高規範性についての理解やこのような性格をもった条例制定の意義についての理解が大いに深まりました。

５、鎌倉がめざすもの、理念、目標
　「鎌倉らしさの核は、歴史、伝統、文化である。全国でもこれらを具備するまちは少ない」

とするこの意見は全員共通の意見といえます。また、太規模な市民参加でつくられた鎌倉市民憲章が、「鎌倉がめざすもの、理念、目標」を明確に示しており、「この鎌倉市民憲章を大切に守っていくべきである」という声もたくさんあがっています。さらに、「一人ひとりを大切にするまち」、「高齢者や子どもに声をかける、人にやさしいまち」にしていきたいという意見も心に響くものがあります。さらに、第１と第３のテーマで熱く論議された「地域コミュニテイー」の問題が、ここでも実に熱心に論じられました。これは、歴史と伝統、文化のまち鎌倉を、同時に、「すぐれた自治のまちにしたい」という会員のみなさんの強い気持ちの表れであると思います。
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